































Supportive behavior by third party position children in bullying situations:  
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級活動への関与」（β = .21, p < .10）は有意
傾向が示され，R2 = .05であった。「A さ
んのそばにいることができる」において，
「学級活動への関与」（β = .29, p < .01）は有
意と示され，R2 = .09であった。「A さん
をなぐさめることができる」において，「学
級活動への関与」（β = .33, p < 0.1％）は有
意と示され，R2 = .08であった。「C さんに
やめるように誰かと一緒に言いに行くこと
ができる」において，「規律正しさ」（β = 
.22, p < .10）は有意傾向が示され，R2 = .06
であった。「先生にどうにかしてもらうよ
うに自分一人で伝えに行くことができる」
において，「学級活動への関与」（β = .24, p 
< .05），さらに「学級への満足度」（β = .20, 
p < .05）はそれぞれ有意と示され，さらに
「自然な自己開示」（β = -.15, p < .10）は有
意傾向が示され，それぞれ R2 = .12であっ
た。「先生にどうにかしてもらうように誰
かと一緒に伝えに行くことができる」にお






































































β β β β β β β β β
学級活動への関与 .21† .00 .12 .07 .04 .06 .01 .12 .09
学級への満足度 .07 .12 .10 .05 -.01 .05 -.05 .12 -.05
自然な自己開示 .01 -.03 .04 -.06 .10 -.06 .13 -.03 .07
学習への志向性 .00 .14 .00 .10 .08 .14 .04 .03 -.01
規律正しさ -.06 -.03 -.01 -.01 -.02 -.09 .02 .12 .09
R2 .05 .04 .05 .02 .03 .02 .02 .10 .03
調整済み R2 .03 .02 .03 .00 .01 .00 .01 .08 .01





































β β β β β β β β β
学級活動への関与 .29** .15 .33** .14 -.02 -.05 -.05 .24 .24*
学級への満足度 .05 .08 .10 .00 .01 .00 .00 .20 .20*
自然な自己開示 -.06 -.10 -.14 -.06 -.02 .01 .01 -.15 -.15†
学習への志向性 .13 .12 -.02 .07 .08 .07 .07 .04 .04
規律正しさ -.10 .00 -.04 -.01 .17 .22† .22 .02 .02
R2 .09 .06 .08 .02 .05 .06 .06 .12 .12
調整済み R2 .08 .05 .06 .00 .03 .00 .04 .10 .05










（n＝104） F 値 多重比較
M（SD） M（SD） M（SD）
支援行動【意欲】
Ａさんのそばにいたい 3.77（1.30） 3.47（1.15） 4.23（1.18） 8.05*** Ｃ＞Ａ＞Ｂ
Ａさんの話を聴きたい 4.00（1.39） 3.93（1.14） 4.47（1.11） 5.29** Ｃ＞Ａ・Ｂ
Ａさんをなぐさめたい 3.95（1.35） 3.71（1.27） 4.52（1.06） 9.72*** Ｃ＞Ａ・Ｂ
Ｂさんに一人で言いに行きたい 3.44（1.37） 3.25（1.37） 3.86（1.19） 4.86** Ｃ＞Ａ・Ｂ
Ｂさんに誰かと一緒に言いに行きたい 3.36（1.48） 3.09（1.45） 3.84（1.50） 5.44** Ｃ＞Ａ・Ｂ
Ｃさんに一人で言いに行きたい 3.43（1.29） 3.35（1.43） 3.82（1.21） 3.48*
Ｃさんに誰かと一緒に言いに行きたい 3.39（1.42） 3.17（1.46） 3.80（1.50） 4.12* Ｃ＞Ｂ
先生に一人で伝えに行きたい 3.37（1.33） 2.74（1.43） 3.45（1.42） 15.63*** Ｃ＞Ａ＞Ｂ
先生に誰かと一緒に伝えに行きたい 3.40（1.39） 3.04（1.54） 3.76（1.52） 4.68* Ｃ＞Ｂ
支援行動【自信】
Ａさんのそばにいることができる 3.81（1.23） 3.41（1.34） 4.36（1.06） 12.88*** Ｃ＞Ａ・Ｂ
Ａさんの話を聴くことができる 4.01（1.25） 3.80（1.35） 4.48（1.03） 7.31** Ｃ＞Ａ・Ｂ
Ａさんをなぐさめることができる 3.83（1.26） 3.64（1.30） 4.40（ .97） 10.25*** Ｃ＞Ａ・Ｂ
Ｂさんに一人で言いに行くことができる 3.43（1.29） 3.42（1.39） 3.86（1.17） 3.84* Ｃ＞Ａ
Ｂさんに誰かと一緒に言いに行くことができる 3.63（1.39） 3.39（1.38） 4.11（1.40） 5.94** Ｃ＞Ａ・Ｂ
Ｃさんに一人で言いに行くことができる 3.48（1.26） 3.60（1.44） 3.84（1.18） 2.19
Ｃさんに誰かと一緒に言いに行くことができる 3.66（1.37） 3.42（1.38） 4.13（1.34） 6.12** Ｃ＞Ａ・Ｂ
先生に一人で伝えに行くことができる 3.38（1.40） 3.04（1.49） 4.04（1.23） 11.7*** Ｃ＞Ａ・Ｂ
先生に誰かと一緒に伝えに行くことができる 3.62（1.42） 3.33（1.53） 4.16（1.28） 7.78** Ｃ＞Ａ・Ｂ




















































































の得点が高かった（F （2, 274） = 6.67, p < 
.01）。「学級への満足度」において，支援
行動低群と単独支援行動群よりも他者協力
行動群の得点が高かった（F （2, 274） = 
5.80, p < .01）。「自然な自己開示」におい
て，支援行動低群よりも他者協力行動群の




あった（F （2, 274） = 5.50， p < .01）。「規律
正しさ」において，支援行動低群よりも他
者協力行動群の得点が高かった（F （2, 274） 
































































（n＝160） F 値 多重比較
M（SD） M（SD） M（SD）
学級活動への関与 16.64（4.04） 13.75（4.28） 14.58（3.62） 6.67** Ｃ＞Ｂ＞Ａ
学級への満足度 15.21（3.37） 16.75（3.39） 16.88（3.10） 5.80** Ｃ＞Ａ・Ｂ
自然な自己開示 12.80（4.00） 13.75（4.28） 14.58（3.62） 4.60* Ｃ＞Ａ　　
学習への志向性 13.86（3.01） 15.13（3.24） 15.46（3.09） 5.50** Ｃ＞Ａ・Ｂ
規律正しさ 14.79（2.63） 15.97（2.68） 16.21（3.00） 5.25** Ｃ＞Ａ　　
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